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院の中の建造物は 14-18 世紀にかけて建てられたため、異なる建築様式が混在する。17 世紀後
半に建設された僧院食堂の内部には壁画や彫刻が豪華に施されており、最奥部にイコノスタス
がある。500 平米もの広さがあるのに、その空間を遮る柱がないことが特徴的とのことだ。確






























ルのものは、アンドレイ敬虔公の命により 12 世紀に建立され、高さは 26ｍで、屋根にも窓が
ある。当時は全ての壁に壁画があったが、今は 15 世紀のアンドレイ・ルブリョフの「最後の審
判」を残すのみだ。有名な「ウラジーミルの聖母」もこの教会にあったが、現在はモスクワの
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28 日は、スーズダリの木造建築・農民生活博物館の訪問から始まった。この博物館はソ連時代































































8 月 29 日はホテルを 9 時に出発した。まずはクレムリンを目指す。クレムリンとはロシア語
で城砦を意味し各都市にそれぞれクレムリンがあるが、「クレムリン」と聞いて思い浮かべるの
は間違いなくモスクワにあるクレムリンであろう。クレムリンの歴史はモスクワとともにあり、
モスクワは 1147 年に初めて歴史に登場したといわれる。1156 年にユーリー・ドルゴルキー公





















































































31 日は、高速列車「サプサン号」でサンクトペテルブルグへ向かう。定刻通りの 6 時 40 分



























































































































エルミタージュのコレクションはヨーロッパ各地から集められ、1774 年には 2000 点に上って
いたという。ロマノフ王朝の終焉後、革命、2 度にわたる世界大戦という受難の時代を経た 1945
年、ようやく美術館として再開館されるに至った。現在は 300 万点を超える収蔵品を誇り、1
日かけても回りきることのできない壮大な美術館となっている。我々一行は、ポイントを絞っ
た 2 時間の見学で、宮殿内の豪華な回廊や広間に飾られたイタリア美術、スペイン、オランダ
美術、印象派とダイジェスト版でエルミタージュ美術館の雰囲気を味わった。 
一行はエルミタージュをあとにして、昼食をとり、サンクトペテルブルグ空港からモスクワ
乗り継ぎで無事9月4日の朝成田に帰着した。今回のロシア研修旅行は大きなトラブルもなく、
けが人病人も出ることなくつつがなく行程を終了することができた。文化やイデオロギーが
様々に変化してきたロシアという国を、今回訪問した都市や史跡、交流した研究者を通してさ
らに深く知ることができたことが今回の視察の大きな収穫であった。 
 
〔黄金の環（セルギエフ・ポサード、ウラジーミル、スーズダリ）、一部モスクワの記述は
飯沼健子所員が、モスクワ、ノヴゴロド、サンクトペテルブルグは岡村陽子所員が担当し
た。〕 
